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「学校公開と第２回コミュニティ・スクール委員会」 
 

副校長 大澤 陽介 

 

５月 13・17日の学校公開には、多くの保護
者の皆様にご参加いただき、誠にありがとうございまし
た。新しい学級で、お子様が一生懸命に学習する姿や友達
と仲よく遊ぶ姿をご覧いただけたと思います。アンケート
のご協力もありがとうございました。大きな問いの４つ
（①先生は、子供が自らすすんで学習に取り組める授業を
行っていますか。②先生は、子供同士がお互いに学び合う
学習（話合い活動）を行っていますか。③お子さんは、授
業が分かりやすくて楽しいと感じていますか。④お子さん
は、学校で友達と一緒にいることが楽しい）に関しては、
「そう思う」「ややそう思う」でいずれも 90％を超える肯
定的なご回答をいただきました。ご意見ご感想の欄には、
「クラスのみんなが落ち着いて授業を受ける姿に成長を感
じました。」「家でも学校が楽しいと言っていますが、学校
公開で教室での様子も見て安心しました。」などと安心し
たというコメントや「楽しい授業でしたが、後ろの方の児
童が少し騒がしいと感じました。」「立川の事件もあり、セ
キュリティの面で心配」「先生が一方的に話す時間が長
く、子供たちが話し合う活動が短くて、ちょっと残念でし
た。」などと不安や要望があるコメントが見られました。
保護者の皆様のご意見ご感想を糧に、今後の学校教育の改
善を図ってまいります。 
 17日の午後、コミュニティ・スクール委員会を開催し
ました。今年度も月に１回くらいのペースで開催していき
ます。昨年度、委員会では、学習支援部・環境整備部・地
域人財部を設置しました。今回は、この３つの部会に分か
れて、今後の活動内容等を検討しました。環境整備部で
は、環境委員会の児童と校舎前の花壇の整備を近日中に行
う予定です。コミュニティ・スクール委員会の皆様も児
童・学校教育のために具体的な取組をすすめていきます。
学校ホームページでもコミュニティ・スクール委員会につ
いての情報を発信していきますので、こちらもご覧くださ
い。https://www.hino-tky.ed.jp/e-

hino7/%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%81%A0%E3%82%88%E3

%82%8A%E4%BB%96%E9%85%8D%E5%B8%83%E7%89%A9 
 結びに、14日に行われた体力テストには、多くの方に
ボランティアにご協力いただき、ありがとうございまし
た。皆様のおかげで、スムーズに行うことができました。
10月の七小体育の日、11月の芸術祭にもボランティア
のご協力をお願いする予定です。 
 

６月の行事予定 
1 日  

2 月 
読み聞かせ(１)・委員会③・ 
1年生 5時間授業始・歯みがき週間始(2･4･6) 

3 火 水道キャラバン(４) 

4 水 B 時程・4 時間授業 

5 木 歯科(1・2)・たてわりリーダー会議 

6 金 ５時間授業・避難訓練・引き渡し訓練 

7 土  

8 日  

9 月 
読み聞かせ(４)・水泳指導始・クラブ②・ 
読書週間始・歯みがき週間始(１・３・５) 

10 火 こころの劇場（６） 

11 水 
B時程・4時間授業・ 
交通安全教室(1・2・4・5・6) 

12 木 読み聞かせ(３)・自転車安全教室(3) 

13 金 安全指導・歯みがき週間終 

14 土  

15 日  

16 月 
読み聞かせ(５)・５時間授業・ 

内科(6)（移動教室前健診） 

17 火 読み聞かせ(６) 

18 水  

19 木 日光移動教室(6)・給食試食会 

20 金 日光移動教室(6) 

21 土 
４時間授業(１～５)・土曜授業日(月曜時程)・ 
日光移動教室(6)・読書週間終 

22 日  

23 月 振替休業日 

24 火  

25 水 校外学習(4)(日野市クリーンセンター) 

26 木 読み聞かせ(２)・たてわりリーダー会議 

27 金 ６年避難所体験(６) 

28 土 （６年避難所体験(６)） 

29 日  

30 月 委員会④ 

※行事等については変更・中止となる場合があります。 

６月の目標 
生活指導目標 「健康や安全に気をつけて生活しよう」 

       「校舎内での挨拶をきちんとしよう」 

保健目標   「歯を大切にしよう」 

給食目標   「食事の前後はきれいにしよう」 

https://www.hino-tky.ed.jp/e-hino7/ 

体力テストボランティア 
幅跳びと反復横跳びの様子です 

https://www.hino-tky.ed.jp/e-hino7/%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%81%A0%E3%82%88%E3%82%8A%E4%BB%96%E9%85%8D%E5%B8%83%E7%89%A9
https://www.hino-tky.ed.jp/e-hino7/%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%81%A0%E3%82%88%E3%82%8A%E4%BB%96%E9%85%8D%E5%B8%83%E7%89%A9
https://www.hino-tky.ed.jp/e-hino7/%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%81%A0%E3%82%88%E3%82%8A%E4%BB%96%E9%85%8D%E5%B8%83%E7%89%A9


 

 

 

 

  

 

 

◎セーフティ教室を終えて                         生活部   

 今年度は、NTTドコモより講師をお迎えし、リモートによるセーフティ教室を実施しました。 

１～３年生は、「スマートフォンやタブレットのマナーや使い方」について学びました。 

動画を視聴し、講師の方から出題されたクイズに積極的にたくさんの手が挙がりました。４～６年

生は、「スマホやネットを利用するときに自分自身に起こりそうなリスクを自覚し、リスクへの向き

合い方とそれに対する対処方法」を学びました。実際の場面を想定した学習を通して、課題を自分

事として捉えられていたように感じました。グループワークでも友達とさまざまな意見を交わす様

子がうかがえました。今回の学びを一時的なものにせず、日々の生活の中で生かしていってほしい

です。 

 SNSやゲームアプリ、動画サイトなど、インターネットは子どもたちにとって身近な存在になっ

ています。しかし、その一方で、個人情報の流出、ネット上でのトラブル、不適切な情報への接触

など、さまざまなリスクが潜んでいます。今後も、学校と家庭が連携して、子どもたちが安全にデ

ジタル社会を生き抜いていけるように支えていきたいと考えています。ご理解とご協力をよろしく

お願いいたします。 

 

 

  

◎ 熱中症に注意を！                          生活指導主幹   

東京都教育委員会から出されている【熱中症対策ガイドライン】には、熱中症予防５か条が示されています。 

１ 暑いとき、無理な運動は事故のもと 

２ 急な暑さに注意 

３ 失われる水と塩分を取り戻そう 

４ 薄着スタイルでさわやかに 

５ 体調不良は事故のもと 

今の時期はちょうど２番の急な暑さに注意が必要です。七小では、『のどが渇く前にこまめに水を飲むこと』『十

分な睡眠をとって朝食を食べること』『体調が悪いときには無理せずに休息をとること』『体育の授業ではマスク

をはずすこと』を徹底しています。また毎日暑さ指数（WBGT）を計測して、値が３１を超えるときは、休み時

間の屋外での遊びや校庭での体育の授業は行いません。ご家庭でも児童の体調管理にご協力をお願いします。 

  

◎七小の特別支援教育について                     校内支援委員会 

学校は、学習や生活を通して友達と協力して成長していく場です。しかし、一人で困っている児
童や解決がうまくできずに周りを困らせてしまう児童もいます。まずは一人一人の教育的ニーズを
把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善・克服するために、適切な指導や支援を
行うのが「特別支援教育」です。 
 本校の特別な支援の体制は次の通りです。まず、コミュニケーションの支援を行うのがステップ
教室（月火木金）です。小集団活動及び個別の学習指導（自立活動）を行います。また、専門員は
ステップ教室の教員と学級担任とのつなぎ役を果たします。巡回心理士も年間８回来校してサポー

トしてくれます。学習の支援をするのがリソースルームです。学級とは別の教室で、教員一人に対
して児童２名程度で既習学習の復習を主に学習支援を行います。他にも、学期に１回ずつ来校して
全児童を見てくださる明星大学の竹内康二教授。児童だけでなく保護者のご相談にも応じてくださ
るスクールカンセラー（週２回）。様々な立場から多くの目で本校の児童を見守り、支援を行って
いきます。また、毎週火曜日には、校内支援委員会を開き、支援の必要な児童の共有と対策を考え
ています。学年やクラス担任の垣根を越え、全教員で学校が安心した居場所として生活が送れるよ
う、修正を行いながら取り組んでいます。なにか心配なことがありましたら、遠慮なくご相談くだ
さい。ご理解とご協力をお願いします。 


